
 少子高齢化の進展

 後期高齢者数の増加、一人暮らしの
高齢者世帯の増加

 後期高齢者層における要介護認定者
出現率の低下

 新たな感染症の流行や自然災害の激甚化・頻発化

 運動機能の低下等リスクは全国・滋賀県平均と比
べ、高齢者全体では低いが、前期高齢者では高い

 社会活動に参加している人の割合が滋賀県平均と
比べ高い

 地域活動への参加意向が滋賀県平均と比べ高い

 高齢者の就業率が滋賀県平均と比べ高い

▷要介護状態になる前からの介護予

防、健康づくりの取組促進

▷地域のつながりの強さを生かした

取組の促進

 元気なうちからの介護予防・健康づくりの取組促進

 地域のつながりの強さなどの強みを生かした生活支援体制の整備や
介護予防活動の維持

 介護人材の確保や介護現場の負担軽減、業務効率化につながる取組の
推進

◆人材の状況（事業所調査）

◆運動機能の低下リスク該当者
（ニーズ調査）

◆地域活動への参加意向 （ニーズ調査）

リスクの

ある人 少

◆前期・後期高齢者の推移

２

３．本町の主要課題

①高齢者人口の増加傾向と要介護認定率の維持

②地域共生社会の実現および介護現場の持続可能性確保

③高齢者の実態および今後の課題

▷前期高齢者の介護予防や

重度化防止の取組の重要性

▷介護人材の確保、業務効率化

の促進やICT等の活用

▷感染症や自然災害の発生時に

備えた平時からの準備
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